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2013年 3月 第 11巻第 3号 

 

かく語りき－聖人の言葉 

 

「私はあなたの真の母です。あなたの

グルの妻だからではなく、うわべだけ

の言葉で言っているのではなく、本当

に母なのです」 

（ホーリー・マザー シュリー・サー

ラダー・デーヴィー） 

 

「本心から言おう。たとえラーヴァナ

自らが庇護を求めて私の下にやって来

ようと、私はためらうことなく受け入

れるであろう」 

（シュリー・ラーマ） 

 

今月の目次 

 

・かく語りき－聖人の言葉 

・5月の予定 

・スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

生誕 151 周年記念祝賀会、協会本部

にて開催 

・「スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

の教え－バクティの理想とヴェーダ

ーンタの知識の融合」 

スワーミー・シャマーナンダジによ

る講話 

・スワーミー・メーダサーナンダ、2013

年 3月にマニラを訪問 

・「宗教と無宗教」 2012年夏季リトリ

ート スワーミー・メーダサーナン

ダの講話 第 1部 

・忘れられない物語 

・今月の思想 

 

5月の予定 

 

・生誕日・ 

 

シュリー・シャンカラーチャーリヤ  

5月 15日（水） 

シュリー・ブッダ  

5月 25日（土） 

 

・行事・ 

 

5月 4日（土） 14:00～16:00 

東京・インド大使館例会  

講義：バガヴァッド・ギーター（無料） 

場所：インド大使館 ：03-3262-2391   

お問い合わせ：逗子協会 046-873-0428 
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5月 12日（日）、19日（日）、26日（日） 

ハタ・ヨーガ・クラス 14:00～15:30 

場所：新館アネックス   ＊体験レッ

スンもできます。 

お問い合わせ：逗子協会 046-873-0428 

 

5月 11日（土） 17:00～ 

シヴァーナンダ・ヨーガ東京センター 

講話  

詳細：http://www.sivananda.jp/  

 

5月 19日（日）10:30～16：00 

逗子定例会 

場所：逗子本館 

お問い合わせ：逗子協会 046-873-0428 

 

5月 24日（金） 

ホームレス・ナーラーヤナへの奉仕活

動 

現地でのお食事配布など。 

お問い合わせ：佐藤 090-6544-9304 

 

5月 25日（土） 

関西地区講話 13:30～17:00  

場所：大阪研修センター 

内容：「バガヴァッド・ギーターとウパ

ニシャッドを学ぶ」 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ生

誕 151 周年記念祝賀会、協会本部にて

開催 

 

2013 年 2 月 17 日（日）、日本ヴェー

ダーンタ協会では逗子例会の全日プロ

グラムとしてスワーミー・ヴィヴェー

カーナンダ生誕 151 周年記念祝賀会を

開催しました。祝賀会の準備は前日か

ら開始され、ボランティアの方々によ

り清掃、チラシの作成などが行われま

した。 

 
当日は午前 6時よりマンガラ・アーラ

ティ、聖句詠唱、賛歌朗唱、瞑想を行

い、7 時 45 分から朝食をいただきまし

た。朝食後、ボランティアの方々が手

分けして残りの準備に取りかかり、逗

子本部別館（アネックス）には祭壇、

礼拝用の台、イスが設置され、色とり

どりの花が飾り付けられ、礼拝用の道

具が揃えられました。また、別館入口

の階段横には受付と記帳台が用意され、

駐車場係が待機しました。 
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午前 11 時、祭壇には供物や花輪など

の準備が整い、スワーミー・メーダサ

ーナンダが礼拝とアーラティを執り行

いました。そして参加者全員に花のつ

ぼみが配られ、花の奉献（プシュパン

ジャリ）が行われました。 

 

その後いったん本館に場所を移して、

皆で昼食のプラサードをいただきまし

た。本館 1 階と 2 階の集会室には、食

事のためのテーブルがボランティアの

方々によりすでに並べられてありまし

た。昼食はビュッフェ形式で、1階の配

膳台前に各々がトレイを持って並び、

ボランティアの方々から料理をよそっ

てもらいました。 

 

 

午後 2 時 30 分、別館で午後のプログ

ラムが始まりました。聖句詠唱、『カル

マ・ヨーガ』の輪読の後、マハーラー

ジが特別ゲストのスワーミー・シャマ

ーナンダジをユーモアいっぱいに温か

く紹介しました。シャマーナンダジは

ラーマクリシュナ僧団の日本人僧侶で

アキラ・マハーラージと呼ばれており、

マヤヴァーティ・アドヴァイタ・アー

シュラムに常駐しておられます。この

アーシュラムはアドヴァイタ・ヴェー

ダーンタ（不二一元論）の研究・実践

の場所であるため、写真や像は一切礼

拝されず、たとえシュリー・ラーマク

リシュナの御写真であっても例外では

ありません。ここでは、スワーミー・

ヴィヴェーカーナンダの定めたアーシ

ュラムの理想に従い、敷地内に写真や

像を一切置かないことになっています。

アドヴァイタ・アーシュラムは、ラー

マクリシュナ僧団の英語とヒンディー

語の出版物を主に出版しているセンタ

ーでもあり、コルコタにある同アーシ

ュラムの支部で主にその活動が行われ

ています。また、マヤヴァーティで慈

善病院も運営しています。 

 

シャマーナンダジは、「バクティの理

想とヴェーダーンタの知識の融合」を

テーマとした講話を日本語でされ（講

話は本号に掲載）、横田さつき氏が英語

への通訳を行いました。 
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その後、文化プログラムとして、ロニ

ー・ハーシュ氏がウクレレを弾きなが

ら英語の賛歌を歌い、メーダサーナン

ダジーがハルモニウムを弾きながらイ

ンドの賛歌を歌いました。その後、皆

で瞑想しました。午後 4時 30分、残っ

ている参加者は本館に移動して茶菓を

いただきました。 

 

午後 6 時 30 分、本館礼拝室で夕拝が

行われ、一日のプログラムが終了しま

した。 

 

「スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ

の教え－バクティの理想とヴェーダー

ンタの知識の融合」 

スワーミー・シャマーナンダジによる

講話 

 

私たちが今日得られるヴィヴェーカ

ーナンダの教えは、彼の講演や手紙、

会話によるものです。一つの講演の中

には多くのトピックが含まれていて聞

いている人には面白いかもしれません

が、一つの教えを理解しようとする時

にはある困難に出会います。それは、

ある講演では言われなかったことが他

の講演に入っていることが多くあるか

らです。例えば、『ギャーナ・ヨーガ』

や『バクティ・ヨーガ』などという本

はいくつかの講演を集めて本にしたも

のです。ですから、ギャーナ・ヨーガ

が何であるかを知ろうとするなら、そ

れらの全部から要点を集めて理解しな

ければなりません。それで今日は、彼

の教えの本質、彼が最も言いたかった

こと、彼の講演すべての下に流れてい

る教えを簡単に私なりに述べてみたい

と思います。 

 

話はさかのぼって、シュリー・ラーマ

クリシュナがまだ生きていらっしゃっ

た頃の一つの出来事から始まります。

それは、ヴァイシュナヴァの宗教につ

いてシュリー・ラーマクリシュナが弟

子たちと話をしていた時のことです。

ヴァイシュナヴァの宗教は信者に三つ

のことを実践するように教えています。

一つは神の名を唱えること、二つには

すべての生き物への慈悲、そして三つ

目にはヴァイシュナヴァ信者への奉仕

です。話の途中でシュリー・ラーマク

リシュナは、すべての生き物への慈悲

と言うや否や突然サマーディに入られ

ました。そして少し意識が戻られると、

彼はつぶやきました。「生き物への慈悲、

生き物への慈悲だって！何てばかげた

ことだ。地上を這うつまらない虫けら

にすぎないのに他に慈悲を示すという

のか！他に慈悲を示すというお前は一

体何者なのか。そうじゃない、他への
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慈悲ではなく、むしろ他を神の表れと

して認め奉仕することだ」とおっしゃ

いました。 

 

多くの弟子たちがその時いましたが、

この言葉を聞いてその深い意味を理解

したのはナレンドラ、後のヴィヴェー

カーナンダだけでした。彼は言ってい

ます。「何と見事にヴェーダーンタの知

識とバクティの考えを調和させたもの

だ。普通ヴェーダーンタの知識は世間

を離れ人間的感情のないドライなもの

だと考えられがちなのだが、私は師の

言葉からそれが社会の中で誰もが実践

できるものだと分かった。もしそれが

神の御意思ならば、遠からずこの偉大

な真理を私が世界に説く日が来るだろ

う」と。そして 1893年にアメリカのシ

カゴで宗教会議が開かれた時、かつて

のナレンドラはスワーミー・ヴィヴェ

ーカーナンダとしてこの会議に参加し、

この真理を世界に向けて説き始めまし

た。今日私たちはその教えの多くをス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダ全集

として持っています。そしてその教え

の根本は、すべては神の表れのみであ

るということなのです。 

 

さてこの教えはシュリー・ラーマクリ

シュナがナレンドラに初めて説いたも

のなのでしょうか。なぜなら、インド

ではヴェーダ聖典の支持がなければ真

理とは認められないからです。実は、

この教えは非常に古く、ヴェーダの時

代から説かれていたものなのです。例

えば、イーシャー・ウパニシャッドを

見てみましょう。このウパニシャッド

の最初の行は、「何であれこの世の全て

のものを神によって覆え」と説かれて

います。マハトマ・ガンディーは、イ

ンドから全ての聖典がなくなっても、

この一行が残っていればヒンドゥイズ

ムは残る、と言っています。なぜなら、

これがヒンドゥイズムのエッセンスだ

からです。 

 

シュヴェーターシュヴァタラ・ウパニ

シャッドはもっと具体的に言っていま

す。 

（2.16）全ての所にいるのは彼（神）

である。彼は人の背後に立ち、彼の顔

は至る所にある。 

（2.17）自ら輝く主は火の中、水の中、

全世界の中、草や木の中にもいる。 

（4.3）汝は女なり、汝は男なり。汝

は少年なり少女なり。汝は杖に寄りか

かって歩く老人なり。様々な姿を取っ

ているのは汝のみなり。 

 

では、どのように全てに神を見ればよ

いのでしょうか。ブリハッド・アーラ

ニヤカ・ウパニシャッドは言っていま

す。 

（2.4.5）夫は、夫故に愛されるので

はなくアートマン故に愛される。妻は、

妻故に愛されるのではなくアートマン

故に愛される 
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これらは、スワーミー・ヴィヴェーカ

ーナンダの講演の中にも多く引用され

ているものです。その言いたいことは、

私たちの愛の対象となっているものは

神なのだということです。たとえそれ

が犬や猫、草花であろうと、私たちは

知らず知らずにそこに神を見ているか

らそれらを愛するのです。ヒンドゥー

教では神の一つの名としてハリという

のがあります。それは、私たちの心を

奪う者という意味です。私たちの心を

奪っている者、私たちの心を惹きつけ

ている者は神だというのです。極端な

言い方をすれば、神を求める必要はあ

りません。なぜなら、神があなたを惹

きつけているからなのです。神を知ら

なかったら、神を求めることがあるで

しょうか。ここにあるシュリー・ラー

マクリシュナの御写真を神として礼拝

することができるなら、どうして私た

ちの周りにある草木、動物、人々を神

として礼拝することができないのでし

ょうか。私たちは見知らぬ人にも挨拶

をします。その時、私たちは相手の中

に何を見て挨拶しているのでしょうか。

同様のことは、子供や動物についても

言えます。私たちは犬や猫に話しかけ

ますが、一体何を見て話しかけている

のでしょうか。少し考えてみてくださ

い。 

 

最後に、スワーミー・ヴィヴェーカー

ナンダの詩を引用しましょう。この中

に、彼の教えのエッセンスがあります。 

 

聴きなさい、友よ、私は心の中を打ち

明けましょう 

人生の中で、私はこの最高の真理を発

見しました 

人生という渦巻きの中で波に打ちの

めされている人よ 

一つのフェリーだけが海の向こうに

連れて行きます 

礼拝儀式や呼吸制御、 

科学や哲学、様々なシステム、 

これらは全て心の迷い以外の何もの

でもありません 

愛、愛のみが唯一の宝です 

与えなさい、全てを与えなさい 

お返しを求める時、富に満ちる大海は

一滴の水にまでなります 

 

全てが神の表れであると知る時、本当

の愛が生まれ、また自分も神であると

いうことを知るのです。その時、ヴェ

ーダーンタの知識とバクティの愛が同

じものだと悟るのです。要は、全ては

神の表れである、それがインドで古く

から伝えられてき、またシュリー・ラ

ーマクリシュナやスワーミー・ヴィヴ

ェーカーナンダによって再び述べられ

た教えなのです。 

 

スワーミー・メーダサーナンダ、2013

年 3月にマニラを訪問 

 

2013 年 3 月 7 日（木）夕刻、スワー

ミー・メーダサーナンダの乗った東
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京・成田発の ANA のフライトが、マニ

ラのニノイ・アキノ国際空港に定刻通

り到着しました。空港では、フィリピ

ン人、インド人、イタリア人という国

際色豊かな数人のグループが、マハー

ラージを待っていました。 

 

マハーラージはマニラに来訪される

と、休む間もなく必ず、朝晩の礼拝と

アーラティ、輪読の先導、『バガヴァッ

ド・ギーター』や『ラーマクリシュナ

の福音』に関する説明、信者との個人

的面談、公開講話をされます。 

 
これに加え今回の訪問では、フィリピ

ン・ラーマクリシュナ・ヴェーダーン

タ協会（Ramakrishna Vedanta Society 

of the Philippines）と在マニラ・イ

ンド大使館が共催するスワーミー・ヴ

ィヴェーカーナンダ生誕 150 周年記念

祝賀会の準備が、その大きな目的でし

た。祝賀会のプログラムや活動計画に

ついて、マハーラージは信者の方々と

長時間打ち合わせをされました。また、

3月 9日（土）午後に開催された実行委

員会の会議でも、何時間も討議されま

した。 

 

フィリピンの協会は 2006 年に正式に

法人化された非営利団体で、マハーラ

ージの霊的指導の下に運営されていま

す。インドや世界各国では今年、スワ

ーミージの生誕記念祝賀行事を一年に

わたって開催しますが、フィリピンの

協会でもこれに足並みを揃える形でス

ワーミージの祝賀会を開催したいと考

えています。しかし、カトリック教徒

が圧倒的に多いフィリピンでは、スワ

ーミージの名は今のところあまり知ら

れておらず、また協会の人的・財的資

源も限られているため、これは簡単な

ことではありません。が、マハーラー

ジの滞在中、開催の目処が立って企画

も練られ、9月中にマニラで開催する予

定となりました。 

 

滞在中、マハーラージは約束や予定の

合間を縫って、仏教寺院三か所を訪問

しました。一か所目は、協会から遠く

ない所にある美しい装飾の大きなお寺

でしたが、ここは参拝者の受け入れに

あまり熱心ではないようでした。マハ
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ーラージと信者一名はしぶしぶ参拝を

許可してもらい、冷淡な対応に短時間

でお暇しました。ここは、中国系フィ

リピン人のためのお寺であるというこ

とが分かりました。 

 

3 月 10 日（日）午前、マハーラージ

と数名の信者らは、マニラの旧市街（今

日のマニラ中心地は複数の市が集まっ

たもので、マニラという都市名はこれ

らの市の名前の一つを取ったもので

す）にある仏教寺院二か所を訪問しま

した。一つ目のお寺は非常に古く、雰

囲気のよい所で、木造の建物は長年に

わたり線香の煙でいぶされ黒くなって

いました。受付はとても気さくで感じ

がよく、驚いたことにこのお寺は寄付

を受け付けませんでした。中国人、フ

ィリピン人など誰でも参拝できました。

ここには短時間参拝して、近くにある

次の寺院へ向かいました。 

 

二 つ 目 の 寺 院 は マ ブ ハ イ 寺 院

（Mabuhay Temple）と呼ばれる所で、

非常に大きく現代的なデザインが印象

的でした。（ここは築一年だということ

が分かりました。）マブハイ寺院は、台

湾の仏教の尼僧団が運営しています。

マハーラージはここの尼僧と数人のフ

ィリピン人学生から温かい歓迎を受け、

本堂を参拝できました。本堂では、英

語で行われている日曜朝の法話がちょ

うど終わるところでした。その後マハ

ーラージは、お寺の敷地内にあるレス

トランで提供しているベジタリアン食

の味見に招待されました。 

 

さらにこの後、マハーラージ一行は日

曜朝の「巡礼」の締めくくりとして、

マニラ・ヒンドゥー寺院（Manila Hindu 

Temple）も参拝しました。このお寺は

ヒンドゥー教の複数の神様をお祀りし

ており、数年前にマハーラージが公開

講話を行った場所です。この日はちょ

うど Maha Shivaratri のお祭りだった

ため、お寺はたくさんのインド人で混

み合っていました。マハーラージ一行

は温かいもてなしを受け、プラサード

をいただきました。 

 

同日午後、マハーラージは協会本部で

公開講話を行いました。テーマは「ス

ワーミー・ヴィヴェーカーナンダの説

いた、異なる悟りの道の融合（The 

Synthesis of Paths of God Realisation 

According to Swami Vivekananda）」で、

参加者は約 30名でした。 

 

3 月 11 日（月）午前、マハーラージ

はマニラを発ち日本への帰路に就かれ
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ました。 

（エンリコ・コロンボ氏寄稿） 

「宗教と無宗教」 

2012 年夏季リトリート スワーミー・

メーダサーナンダの講話 

第 1部 

 

1. 「宗教」を支える哲学、「無宗教」

を支える哲学 

 

「神」は聖典において、ブラフマン、

純粋な意識、絶対の真理、永遠の存在、

霊的存在と呼ばれます。そのことを踏

まえ考えていきますと、無宗教とは神

を信じないこと、つまり霊を信じない

ことであり、宗教とは神や霊を信じる

こととなります。無宗教であるという

ことは、霊はすべての本源ではない、

すなわちすべては物質から派生した、

物質が霊をつくるとする哲学（唯物論）

に立脚しています。その反対に、霊、

神からすべてが派生した、すなわち宇

宙の創造主の本質（＝純粋意識）がす

べての源である、という考えは、宗教

を支える霊的哲学といえるでしょう。

前者の代表としては共産主義がありま

す。 

 

2. 伝統的信仰 

 

神、霊、永遠の存在、絶対の真理とい

うものを昔は信じており、これらは生

活の中心にありました。現代人の多く

が神を信じなくなった理由をこれから

考察してみようと思います。 

 

①科学者 

科学者は「神の存在は証明不能だ。証

明出来ないものは存在しない」とか「頭

脳的・科学的・物質的な方法で神の存

在を検証したがそんなものは存在しな

かった」として神の不在を断言してき

ました。そして人々は自分自身で検査

分析することなく、科学者を現代の予

言者のように見なし、迷信を信じるが

如く彼らの言うことを信じてきました。 

 

②完全なる無神論者 

多くの人々は、神様は必要ない、お金

や専門家の力を借りればすべての問題

は自分で解決できると考えています。

難病さえ薬で対処できるようになった

現代ではこのような考えも生じ得ます。 

 

③世俗的楽しみに埋没した生活 

さらに、世俗的楽しみの形が巧みにな

り簡単に手に入るため、多くの人々は

おのずと神様から心が離れ、神様のこ

となど考えなくなりました。 

 

以上三点は多くの国でよくあること

ですが、次に日本人が無宗教である独

得な理由を見ていきましょう。 

 

④仏教の弱体化 

一つには僧の結婚が許されたことに

より、僧の生き方が変わったことにあ

ります。家族を養うために霊的実践の
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時間をあてがう必要が生じ、お坊さん

が信者を導く時間が減りました。美し

い仏様をまつっても、瞑想や礼拝、霊

的実践を定期的に行わなければお寺独

特の雰囲気は出ません。だから信者が

お寺に行きたいと思わなくなっていま

す。 

 

⑤明治政府の神仏分離令（神仏習合の

廃止） 

1868 年、明治維新により明治政府の

もと日本が近代化されると、新しい規

範を必要とした政府は、天皇を神とあ

がめる神道を国家の基盤に据えました。

結果として廃仏毀釈（はいぶつきしゃ

く）運動が起き、これ以降日本文化や

生活の中における仏教の位置付けが大

きく変化していきました。 

 

⑥昭和天皇の人間宣言 

第二次世界大戦での敗戦後、連合国占

領軍の圧力にさらされ、神とあがめて

きた天皇が人間となりました。このこ

とは、神への不信感や疑念が生まれる

一端となりました。 

 

⑦家庭で仏壇にお供えをして手を合わ

せるという伝統が消えつつあること。 

 

⑧宗教教育がない。 

 さらに、宗教的教えを学ぶチャンス

が学校にも家庭にもほとんどありませ

ん。 

 

現在の風潮では、平均的な人の信仰は

浅くて表面的です。一年に一回祈れば

十分。初詣の時、おみこしをかつぐ時

と、困った時に祈ります。深刻な問題

が起きるまでは、神様のことなど考え

ません。現代は、心の問題、身体の問

題、家族の問題、人間関係の問題、就

職の問題と様々な困難があふれている

のに、一時的な祈り、はやりのヘルプ

やサポート（例えばパワースポットや

スピリチュアルヒーリング）で満足し

ています。このような状態で永続的な

安らぎ、喜びが得られるのでしょうか。 

 

3. 神の存在についての物語 

 

神様の存在について、美しく示唆に富

んだお話を一つしましょう。若い王が

老大臣に命令しました。「神の存在、神

の遍在、神の全能を一週間以内に証明

せよ、さもなくば絞首刑にする」恐怖

におびえながらその方法を案じていた

大臣に、召使いから助け舟が出されま

した。「私が答えてさしあげましょう」

そして、一週間が過ぎました。 

 

大臣は召使いを連れて宮廷に参上し

ました。宮廷は、事の成り行きを見よ

うという人でいっぱいでした。大臣は

王に、召使が代わりに答えると告げ、

王は同意しました。インドの伝統では

質問者は生徒、回答者は師とみなされ

ます。召使いはこの伝統に従って、師

である自分が玉座に座り生徒である王
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は控えて回答を待つことを要求しまし

た。王は仕方なくこれに従いました。 

 

召使いはミルクを持ってくるように

言い、王に尋ねました「このミルクの

中にバターはありますか」王は「ある

けれども見えません」と答えました。

「なぜですか」「ミルクのままではバタ

ーは見えません。バターを作るプロセ

スを経ないとバターは現れません」「そ

うです」召使いは答えました。「神も同

様です。プロセスを経ないと見えない

のです。神様を見たいならバターのよ

うにプロセス、つまり霊的修業が必要

なのです」 

 

二つ目の問いにはろうそくを使って

説明しました。「ろうそくの火は、力を

使わなくともあらゆる方向に光を放ち、

部屋を光で満たすことができます。同

様に、神様は意識という形で宇宙に遍

満しているのです」 

 

三つ目の問いに対しては、こう答えま

した。「私はただの召使いですが玉座に

座っており、あなた様は王様であられ

るが私より低い所に座ってあられます。

つまり神様は不可能なことを可能にさ

れます。神様は全能なのです」 

 

4. 神の存在を支持する意見 

 

この物語のように霊的な事柄の証明

方法は独特です。迷信の神を信じるに

せよ、真理の神を信じるにせよ、個人

個人で検証していかなければなりませ

ん。自分で検証しなければ、迷信の神

にも真理の神にも深い信仰を持つこと

はできませんね。 

 

では、神がいるのかいないのか、など

の霊的事柄はどのようにして検証すれ

ばよいのでしょうか。物質的な事と霊

的な事では証明方法がまったく異なる

ということを覚えておかねばなりませ

ん。なぜなら 

㋐霊的なものはとても精妙で、普通の

道具（推理・科学的装置など）では証

明することは出来ません。 

㋑そのうえ物質は有限です。時間と空

間にしばられていますが、霊は無限で

す。有限なもので無限をはかることは

実際に出来ないことはお分かりでしょ

う。 

 

ですから次の三つの道具すべてを使

って検証します。 

①聖典や聖者の経験 

②論理 

③自分の経験 

 

まず①に関してですが、聖書、ヴェー

ダ、ウパニシャッドなどの聖典には霊

的真理が述べられています。しかし注

意点は、聖典は霊的真理が誰にでも分

かるように、たとえ話など想像の部分

があるかもしれないことです。 
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次に、「聖者の経験」、すなわちイエス、

ラーマクリシュナなど霊的な人、悟り

を得た人の経験がどういう理由で証明

の道具となりうるのでしょうか。霊的

になるとまず道徳的になります。道徳

的にならないと霊的に進化しないとも

言えます。真に道徳的であるとは「い

つも正しい」ということです。すなわ

ちうぬぼれがなく、怒りがなく、嫉妬、

幻惑、肉欲がなく、そしていつも真実

を実践しているということです。です

から悟った人は絶対にうそは言いませ

ん。うそがつけないのです。そしてそ

れが、信じるに足りる理由なのです。 

 

②については、論理の例を挙げましょ

う。「意識がある」のを「人間」、「ない」

のを「コンピューター」としましょう。

その違いは何ですか。人間は自分で動

けますが、コンピューターは動けませ

ん。コンピューターはデータのインプ

ットや命令が必要です。自分で自分の

スイッチを入れることはできません。

「意識がある人間」がスイッチを入れ

るのです。物質は、意識のある存在が

なかったら、自分で動くことはできず、

自分を作ることもできません。こうし

て論理的に考えていくと、宇宙の創造

には意識を持つ創造者が必要なのだと

いう結論に達します。論理的識別の末、

そのマクロレベルの「意識」を神と呼

ぶのです。 

 

③についてですが、霊的な事を確信す

るには自らの経験が必要です。それに

は、さまざまなヨーガを実践する必要

があります。バターを得るにはプロセ

スが必要なように、霊的な事柄を検証

するには特別な実践が必要です。科学

者の問題点は、推論という方法だけで

霊的真理を証明しようとすることです。

霊的真理は推論だけで捉えることはで

きません。ある点を過ぎたところで推

論を超越しなければならないからです。

推論を超越するには、肉体、感覚、心、

知性の特別な訓練が必要ですが、科学

者はこの点を認識していません。この

ため、霊的真理が幻想のように思えて

しまうのです。 

 

シュリー・ラーマクリシュナはあまり

勉強をしていませんが、霊的真理を自

分で経験しました。「あなたはただの石

の像ですか。それとも本当の女神様（サ

ッチダーナンダ）ですか」とカーリー

女神にただ一つのことだけを確認した

かったのです。その経験だけを祈り続

けました。この探求に費やした 12年間

はとても大変でしたが、ある日光明が

目の前に現れ、成就しました。普通の

人は知識があってから体験です。最初

が花、あとから果実です。シュリー・

ラーマクリシュナの本当におもしろい

ところは、最初に果実、あとから花を

得たところです。つまり最初に悟りを

得たのです。自分が経験したことと聖

典で述べられていることが同じである

とあとから知り、彼はとても喜びまし
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た。 

 

スワーミー・ヴィヴェーカーナンダは

大学で学びながら様々な聖典を勉強し

ていました。西洋哲学の勉強をし始め

て神の存在に疑問を持ちました。そこ

で様々な霊的指導者を訪ねては「あな

たは神を見たことがありますか」と尋

ねました。彼らは聖典を引き合いに出

し神の存在を説きましたが、スワーミ

ージの質問には答えられませんでした。

ある日、スワーミージはシュリー・ラ

ーマクリシュナのもとへ行き、同じ質

問をしました。彼は、よどむ間もなく

「私は神を見ていますよ。それだけで

はなく、あなたに見せることもできま

す」と答えました。 

 

「You must realise whether or not 

there is a God.」とはスワーミージの

言葉です。例えばアメリカを知りたい

のなら、勉強だけで十分でしょうか。

実際に行ったほうが何倍も強力な知識

となるでしょう。経験とは最も強力な

知識です。科学者が霊的経験をせずに

書いた無神論の本は、一時的に売れて

も、しばらくすると忘れ去られていま

す。しかし、ブッダ、イエス、ラーマ

クリシュナなどの教えは、彼らが亡く

なったあともどんどん拡がって、支持

されています。この違いは何でしょう

か。それは真理です。自らが悟った真

理、経験した真理、アヌーバヴァ

（anubhava）だから強力なのです。こ

れが、神様の存在を証明する三番目の

基準です。 

 

（第二部は、次号のニュースレターに

掲載の予定です。この講話は、田辺美

和子氏による記録を一部編集したもの

です。） 

 

忘れられない物語 

 

祈りを知る 

 

ある晩、ブルーノ修道士が祈りを捧げ

ていたとき、ウシガエルのゴーゴー鳴

く声に邪魔をされました。鳴き声を無

視しようといろいろやってみましたが

うまくいかなかったので、窓を開けて、

「静かに！私はお祈りの最中なんです

よ」と叫びました。 

 

ブルーノ修道士は聖人だったので、彼

の命令は直ちに聞き入れられました。

祈りにふさわしい静けさが得られるよ

う、どの生き物も声を出しませんでし

た。 

 

ところが今度は、別の声がブルーノの

祈りを邪魔しました。内なる声がこう

言ったのです。「おそらく神は、あなた

の聖歌詠唱と同じくらいそのカエルの

鳴き声にお喜びになるであろう」 

 

「カエルの鳴き声の何に神はお喜び

になるんですか？」と、ブルーノはさ



 14 

げすむように言い返しました。  

 

しかし、声は続けました。「なぜ、神

はその声を創り出されたと思うか

ね？」 

 

ブルーノは答えを見つけることにし

ました。そして、窓から身を乗り出し

て「歌いなさい！」と命令しました。

一定のリズムに乗って鳴くウシガエル

の声があたり一面に響き、近くにいる

カエルたちがそれに合わせて伴奏する

かのようにこっけいに鳴きました。ブ

ルーノは、その声をしみじみと聞いた

とき不快な気持ちは消え、逆らうのを

やめれば、実はカエルたちの鳴き声は

夜の静けさを豊かにしているのだと気

付きました。 

 

これに気付いたブルーノの心は森羅

万象に融合し、生涯で初めて、祈りと

は何かを理解したのでした。 

（S・J・アントニー・デ・メロ『蛙の

祈り』） 

 

今月の思想 

 

「あなたの探しているものは全て、あ

なたのかぶった仮面の裏にある」 

（スティーブン・C・ポール） 
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